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	文教大学教務オリエンテーション�（文学部）
	１．基本の時間割の組み方 
	（１）履修の組み方
	スライド番号 4
	（３）体育科目の履修について
	（４）全学部必修科目「文教大学への招待」
	（５）時間割を組む際の注意事項
	２．履修単位数制限①
	２．履修単位数制限②�　　　　　　　　　　　　　　　　＜対象＞教職・司書課程履修者（2年次以降）

